ニホンザル自然集団における成体雌のグルーミング・ステイタスの分析 by 安藤 明人 & Akihito Ando
Bul. Mukoga}仰 Women'sUniv. Humanities and Socia! Sciリ 40，17-24(1992)
武庫川女子大紀要(人文・社会科学)
ニホンザノレ自然集団における成体雌のグルーミング・ステイタスの分析
安藤明人
(武庫川女子大学文学部教育学科人間関係コース)
Grooming status of adult females in a free-ranging 
group of Japanese monkeys (Mαcaca fuscαta) at Katsuyama 
Akihito Ando 
D々pertmentof Human Relations， Faculty of Letters， 
Mukogωva Women's University， Nishinomiya 663， Japan 
Observations were conducted on a free鵬ranginggroup of Japanese monkeys (Macaca fuscata) 
at Katsuyama， Okayama Prefecture for 52 days during the period from June 1977 through 
June 1978. A total of 2，467 bouts of groomings were collected by adopting ad libitum 
sampling technique. The grooming status of each female was obtained by summing up the 
number of one-to three-step-link of grooming relationships. Grooming status was analyzed 
according to socio・biologicalvariables such as dominance， age， and the presence of the 
ye邑rling. There was a significant positive correlation between the grooming status of each 
female and female's dominance r邑nkorder in the hierarchy. Conversely， there was no c1ear 
correlation between the grooming contrastatus and dominance rank order. These data are in 
agreement with Sade' s (1977) report showing positive corre1ation between the total amounts of 
allogrooming received and an female's position in the hierarchy. This result means that high 
ranking females tend to the target of grooming， and that they take a central or core position 
in the grooming network. These findings provide support for considering main function of 
female's allogrooming as fulfilling their motivation to adapt themselves to the hierarchical 
social organization. 
緒面
本研究は，野生ニホンザル集聞においてグノレーミング (grooming)行動を観察し，グルーミング・ステイタス
(grooming status)という観点から，グノレーミング関係のネットιワークにおける築関メンパーの位霞とその規定
要因を切らかにすることを図的として行われた.
グノレーミングの一時的な直接的・実用的機能は，一般に体に付着した汚れや呉物を取り除き，皮!替の衛生を維
持することにあるといわれる.しかしグノレーミングが単なる実用的な生理的サービスにとどまらず，グノレーミン
グに関与する 2俗体にとって，何らかの心理-社会的機能が存在していることも多くの研究者によって指摘され
ている
この点に関して， Seyfarth (1976) 1)はヒヒの成体維の社会関係の研究から，雌がグノレーミングするのは，それ
がその2個体問で交される将来利益となりそうな行動の確率を高めるからなのだと主張した.つまりグルーミン
グは，それが結果としてグノレ…マ…自身に利援をもたらす行動であるからこそ，非常に頻繁に行われるのである
と結論つをけたので、ある.そして維はもっとも自分に利益をもたらすであろうf魅力的J(attractive)な相手をグ
ノレーミングの相手として選択しているとする.その魅力の源泉の一つに，彼は優劣順位の高さを仮定し， した
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がって優劣順位の高い個体ほど望ましいグノレーミングの穏手として選択されるであろうとしている.
本研究では，このグノレーミングとL、う行動の心理・社会的な機能に注目し，グノレーミングを「利日的かっ自己実
現的な心理・社会的メカニズムを基盤とする戦略的グノレーミングJ(安藤， 19892))であるととらえる.そして，
この戦略的グルーミングのやりとりの分析の中から，エホンザノレ祭到における個体の地位とその規定要因を明ら
かにしたいと考える
地位 (status)という概念は，一般に社会学や人類学の分野において用いられる概念である.大塩(1958)3)は，
地位宏次のように定義している.
メンバーの相互作用の体系としてとらえられる築図において，相互作用過程が進行すると，メンバーの行動様
式，パターンはそれぞれ一定の分化宏示すようになる.このような行動のパターンは一般に，役割 (role)とい
う概念で呼ばれるが，それによって億人は，たがし、に空間的に一定の距離をもったそれぞれの位霞 (position)
に相対的に位陵づけられると考えることができる.この位置という概念は，メンバーによって{町底的に序列づけ
られる傾向をもつが，このように総領的に認知された位置の概念をわれわれは地位と呼んでいる.それは，メン
ミーによって一定の儲儀序列にしたがってランキングされた位匿の概念である.
この定義は人間の社会を踏黙の前提としてなされたものであろうが，上記の定義による限り，地位の概念は動
物の社会にも適用することは可能であると考えられる.実際，霊長類研究において，従来よりその社会を分析す
る鍵概念として，役割や地位といった槻念が用いられてきてし、る.
ただし動物を対象とした研究では，上の定義にある「一定の{部値序列にしたがったランキング」が集団メンバー
によって「認知jされているかどうかを直接知ることは図難である.しかし，われわれ人間が対象となる動物の行
動を観察することによって，間接的に築回メンバー間にまi包{立が分化し，機能しているか否かを確認することは可
能である.
行動に基づいて地位を分析するためには，まずし、かにして地位な測定するかが問題となる.
相互作用体系と考えられる集団において，まi担伎を計盤的な方法を用いて操作的に定義しようとする試みは，
Katz(1953)4)やH註rary(1959)5)などによって始められた.
Hararyはその論文において地佼を
S(A)之江a1+2a2十3a3十・ +mam 
S(A)は成員Aの地位
mは関係の段階数
amはm段階関係の数 と，定義した.
地位をこのように操作的にとらえれば，霊長類集団における個体に対しても地位の概念を導入できることは
Sade(1972) 6)によって指摘された.
Sadeはグノレーミングという行動をとりあげて，所与の倒体に対してグノレーミングを行う個体の数が，集団に
おける個体の愛姿性を示す指標になると考え，それによって示される儲体のランクをグノレーミング・ステイタス
と呼んだ.そして，このグノレーミング・ステイタスとし、う測度によって，ある個体の集団における震要性が中心
的であるか腐辺的であるかを決定できるとした.この重要性とは，さきに述べたSeyfarth(1976) 1)のいうところ
の魅力の高低と同じものであるといえる.
このグノレーミング・ステイタスを測定する際， Sade vまKatz(1953)4)，Jamrich (1960) 7)， Schippert (1966)8)な
どの主張にしたがって，所与の偲体に対してグノレ…ミングを行う個体数だけでなく，そのグノレーミングを行う偲
体がし、かなるグノレーミング・ステイタスをもっ個体であるか，という点についてまで考慮にいれてグルーミング・
ステイタス念決定しなければならないと考えた.
Fig.lのような仮説的なグノレーミング・ネットワークをもっGとOのグルーミング・ステイタスを測定するこ
とを考えてみよう.
GとOを直接グノレーミングする個体数をもってグノレーミング・ステイタスを測定すると，どちらの僚体も lな
り，ステイタスは等しいということになる.ところが Gをグルームしている俗体Fは3個体からグノレーミン
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グを受けているのに対して， 0 ~どグノレームする N は 1
個体のみからしかグノレーミングを受けていない.このこ
K¥¥1 とを考えると GとOを1可じステイタスであると考え-:M一一→N一一→O
L .-- ることは不合理である.そこでSadeは，霊長類の個体
関係の態様を念頭においた上で，ネットワークの多段階
連鎖の特伎を表現することができるグノレーミング・ステ
step link イタスの測定法として 3段階連鎖までのグルーミング
2 step link グルームされる)関係の数をもって，所与の偲体のグ
3 step link 2 ノレーミング・ステイタスを測定する方法を提出した.
4 この測定法によれば， Fig.lのGは段階連鎖1，2
Fig. 1. Hypothetical grooming networks and 段階連鎖 3，3段階連鎖、6，合計 10のグノレー ミング(グ
method to ca1cu!ate grooming status. ノレ一ムされる)関係をもっており，よってグルーミング・
ステイタスは 10となる.これに対して同じように測定
すると Oのグルーミング・ステイタスは4となり，この結果Oよりも Gのほうがグノレーミング・ステイタスが高
いという，よりグルーミング・ネットワークの特性に即した結果を導き出すことができる.
このようにグノレーミング・ステイタスとは各偲体のグノレーミング・ネットワークを3段階連鎖まで広げたときに，
3段階連鎖までで「受けた」グノレーミングの総数を誤u度とする.これとは逆に 3段階連鎖までで各個体が「行っ
たjグノレ…ミングの総数を逆グルーミング・ステイタス (groomingcontrastatus)と呼ぶことにする.ただしグ
ノレーミング・ステイタスと違って，逆グノレーミング・ステイタスの行動的な意味あいの解釈は単純にはできない.
方法
観察対象集団 本研究は，向山県真庭郡勝山町神庭滝渓谷周辺に生息しているユホンザノレ餌付け自然集団(以
下，勝山集団と絡す)において行われた.
観察手続き 観察は， 1977年 6汚から 1978年6月までの l年間に，毎月最低4日間，のベ 52日間行われ
た.グノレーミングの観察には，観察者の移動コースと移動速度を定めた自然、観察法 (adlibitum sampling 
Altmann， 19749))を用いた.すなわち臼 2@.l (午前日時ごろと午後4時30分ごろ)行われる餌まきの箆後
30分間は除いて，ほぼ終日，観察者が餅場およびその周辺を，原郊として定められたコースに従って l回約30
分間で巡回し， グルーミングが行われているのを発見ししだしりグノレーミングを行っている偲体とグルーミング
を受けている個体の個体名を記録した.
分析対象個体 観察は，観察開始さ当初3歳以上の全個体(雄 37頭，雌82頭，計 119頭)を対象として行われ
たが，今回分析の対象となった偲体は，観察開始時点で5歳以上の成体雌67l!買に，その時点で4歳ではあるが
子どもをもっていた2頭を加えた69頭である (Table1参照). 
本研究では，グルーミング・ステイタスを分析する個体変数のーっとして優劣!順位 (dominance)の概念を用い
る.この優劣順位は，分析に捺しては，血縁系順位と個体l順位という 2通りの用いられガをする.
勝山祭聞には20の血縁系が存在しており，それらの血縁系の間には優劣順位関係が認められる.本来，優劣
順位とは個体レベノレで、の関係を秩序づける原理であり，悶じ血縁系に隠する俗体関にも優劣関係は認められる.
しかし集団全体としての優劣順位階層において，同一血縁偲体はほぼ同じようなランクを占めることが知られ
ており，また血縁系の間にはほぼ直線的な優劣順位階層が認められることから，本研究では血縁系順位というも
のを想定する.この血縁系順位は，勝山祭回において研究している大阪大学人間科学部比較行動論研究室に所属
する複数の研究者間の協議に基づいて決められ，各生存の血縁系表(内部資料)に記載されているものを採用した.
個体順位は，分析対象とした69頭に箆線的な優劣順位関係を想定して依から 69位までのランクを割り
ふったものである この優劣順位は，まず血縁系順位にしたがって俗体を主主べ，さらに問一血縁内では，逆年長
順 (youngestascendency;母と娘では母の方が優劣)1演位は高く，姉妹間では，年齢の宏い僧体の方が優劣順位は
高い)の原理にしたがって，操作的に直線的!煩位を割りふることによって求めた.
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結果および考察
ゲJt，ーミンゲ・ステイタスと個体s康位との関係
今回分析の対象とされた69綴の雌のグノレーミング・ステイタス(表中CMの欄)と逆グノレ…ミング・ステイタス
(表中RMの欄)を観察単位とした各月ごとに示したのがTable1である.
monthly data of grooming status (CM) and grooming 
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Table 1. Socio・biological attributes and 
contrastatus (RM) of 69 subjects. 
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2) 1:1977年生まれの当歳児{弱体をもっている、 2:もっていない
3) RM:逆グノレーミング・ステイタス
4) CM:グノレーミング・ステイタス
また各月ごとに，グノレーミング・ステイタスと{遊休順位との相関係数を算出し，その変化を示したのがFig.2 
である.相関係数はスピアマンの順位栂関係数を用いている.なお，ニホンザノレ集団においては交尾期と非交尾
期に分かれているが，このデータでは 10月から 1月までが交尾期，それ以外の時期ヵ:非交尾郊にあたっている.
これによると，グルーミング eステイタスは 12月を除く他のすべての月で個体順位との間に有意な栂関関係を
示している.全期間のグルーミング・ステイタスを合計した値と俗体煩位との相関は0.644と1010水準で有意な
相関を示した.このことより 3段階連鎖までで「受けた」グルーミングの関係の数を測度としたグノレーミング・ス
テイタスは，高順位個体ほど高い値を示していることがわかる.
この結果は， Seyfarth (1976) 1)が指摘したように，各個体は，グノレーミングを行う相手個体の選択に際して，
将来的に自分に利益をもたらす可能性の高い高順位伺体を選ぼうとしていることを意味し，それが結果として高
順位個体のグノレーミング・ステイタスの高さとなって現れてきている.またこの結果は同時に， Sade(1972)めが
指摘しているように，高順位個体がグノレーミング・ネットワークにおいてより中心的，核的な位置を占めている
ことを意味している.
グルーミング・ステイタスと個体順位との棺関の強さの季節変化を見てみると，交尾期に相関が低くなる傾向
にあることがわかる.観察した時期を交尾期と非交尾期に分け，それぞれの時期においてグノレーミング・ステイ
タスと順位との相関を算出してみると，非交尾郊においては0.654と高い栂関を示すのに対して (p<O.Ol)，交
尾期における相関は0.262と低い値にとどまっている (p<O.05). 
この交尾期と非交尾期の相違は，交尾期には非血縁雌闘で行われるグノレーミングのま設そのものが，非交尾期に
比べて顕著に少なくなることに起因しているものと怒われる.つまり，非交尾期には非血縁グノレーミングの約7
割が雌間のグノレーミングによって占められていたが，交尾期には約6割が雄雌間のグルーミングとなった(安藤，
1989勾).このことは，非交尾拐にはグルーミングをする相手として望ましい「魅力的Jな個体が高順位の維で
あったが，それが交尾期の到来により雄に変わり，雌関で行われる戦罰量的グノレーミングが減少したことを意味す
る.そのために，非血縁雌間で交される戦略的グルーミングが多くを占めていた非交尾期においては，グルーミ
ング・ステイタスカ河闘体順位と高い相関を示していたのに対して，交尾期には雌の行うグノレーミングから戦略的
意味あいが簿れ，その結果としてグノレーミング・ステイタスと僚体順位との関の相関が低くなったものと解釈で
きる.
また，交尾期に雌のグルーミング・ステイタスと順位との相関が低くなったことは，交尾期と非交尾期のグ
ノレーミング・ネットワークの構造そのものの相違からも説明ができる.安藤 (1979)1的が指j脅しているように，非
交尾郊のグノレーミング・ネットワークは多数の成体雌によって構成される大きなサブグループを核としたスター
0.6， ι 品川一 一機山 主主の構造をもっている.そして高順位個体は
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Fig. 2. Seasonal changes of correlation between grooming status 
(CM) and grooming contrastatus(RM) and dominance. 
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そのネットワークの中核的な位援を占めてい
る.そのために，中心部を占める高順位僧体
のグルーミング・ステイタスは高く，ネット
ワークの周辺部に位霞するI1原位の低い個体の
グノレー ミング・ステイタス』ま{!&¥，、とL、うこと
になり，グルーミング・ステイタスと個体I1摂
位との相関は強く現れる.これに対して，交
尾期のグノレーミング・ネットワークは，多数
の機によって構成される大きなサブグループ
が，非lUJ.縁雌間グノレー ミングの減少によち消
失し，同一血縁偲体によって構成される小さ
なサブグループが多数独立して存夜するとい
(安藤)
う分断化されたネットワークに変化する.このような分断・設立的なネットワーク構造では，必然、的にグノレーミ
ング・ステイタスと倒体順位との間の相関は低くなるものと解釈できる.
以上はグノレーミング関係を3段階連鎖まで広げた場合の分析であったが，それで、は直接グノレーミングを受ける
偲体数と偲体順位との関係はどうだろうか この関係についても相関をとって調べてみると， 0.641と高い相関
関係な示した (p<O.Ol).このことは 3段階連鎖までのグノレーミング・ネットワークを考厳に入れてグノレーミ
ング・ステイタスを測定しなくても，単に箆接グノレ…ミング関係をもった個体数でもってグノレ…ミングステイタ
スを測定してもほぼ同じ結果が得られることを示唆している.
逆グノレーミング・ステイタスは，全般的にグノレーミング・ステイタスと比較すると優劣順位との相関は低い.全
期間の総計でみると，逆グノレーミング・ステイタスと健体I1際位との相関は0.245で， 5010水準で有意な相関が認
められた.しかし観察月ごとの椙関を調べてみると，個体順位との聞に有意な相関関係が認められたのは，
1977年の 6月と 7月のみであった. したがって，逆グノレーミング・ステイタスと雌の個体順位との間にあまり
はっきりとした相関関係はないものと考えられる.しかし渡接グノレーミングを行った個体数と伺体順位との問に
は，グノレーミング・ステイタスの場合ほど潟くはないが， 0.316(p<0.01)の有窓な栂関が認められた.
グルーミング・ステイタスと年齢との関係
全期間のグノレーミング・ステイタスの合計と王手鈴との間には有意な相関関係は認められない(r，=O.160， N . 
s .).これは，交尾期と非交怠期に分けて，それぞれの符期における相関を諮べてみても伺じである. (交尾期，
r，=O. 095， N. S. 非交尾期， r，=0.141， N. S .).また観察月ごとに雨者の関連を調べてみても，相関関係の認
められた月はまったくなかった.この結果より，加齢の華客留がグノレーミング・ステイタスに影響を与えていると
いうことはなさそうである.
次に，逆グノレ…ミング・ステイタスと年齢との関係について検討してみる.全期間のグノレーミング・ステイタス
の合計と年齢との閣には有意な相関関係がみられた(r，=0.409，p<0.01).つまり，年齢の芳い維ほど高い逆グ
ノレーミング・ステイタスをもっという傾向が認められた.この有意な関係は，観察綴間を交尾郊と非交尾期に分
けても同様に確認された(交尾期， r，=0.403， p<O.Ol;非交尾期， r，=0.238，p<0.05).しかし観察月単伎で
逆グノレーミング・ステイタスと年寄告との間に有意な相関がみられたのは 9月(r，=0.499，p<O. 01)と 5月
( r，口0.342，p<O.Ol)のみであった.したがって，逆グノレーミング・ステイタスと年齢との掲の相関関係はかな
り限定的に解釈されなければならない.しかしグノレーミング・ステイタスの場合は年齢との問に給関関係は認
められずに，逆グノレーミング・ステイタスの場合に年齢との間の相関関係が確認されたという結果は，グノレーミ
ング・ステイタスと逆グノレーミング・ステイタスは，測度として異なった側建立を測定していることを示唆する結果
であるとして注慢する必要さがある.
3段階連鎖までのグノレーミング・ネットワークを怒定しない，直接グノレ…ミングを「行ったj相手個体のき定数と
年齢との聞にも相関関係は認められる(r，口0.423，p<O.Ol)ことを考えると，この逆グノレーミング・ステイタ
スはグノレーミング行動の活発さを示す指標になっているのかもしれない.もしそうであるとすると，この結果は
若い雌ほどグノレーミングによってより多くの伺体と関係を保とうとしていることを意味し，このことは年齢の若
い偲体ほどグノレーミングとL、う他個体に対するサービスによって自己実現を図ろうとする動機づけが強いことを
示唆しているのかもしれない.
ゲルーミンゲ・ステイタスの高低の規定喜雲閣の分析
今までは， グノレーミング・ステイタスおよび逆グノレーミング・ステイタスと個体順位，年齢それぞれとの間の関
係を相関分析に基づいて検討してみた.しかし実際には，グノレーミング・ステイタスは，偲体順位や年齢といっ
た単一の要因だけが作用して決定されているのではなく，さまざまな社会・生物学的要因が複合的に作用してグ
ノレーミング・ステイタスの高低が規定されているものと考えられる.そこで以下の分析では，雌の間にグノレーミ
ング・ステイタスの高低を生みだしている婆照の構造を解明するために，数議化賞類による多変盤解析的な手法
を用いて検討を行う.
69頭の維の中からグノレーミング・ステイタスの高い偲体上位 25010(CM丞155， N=17)と低い{固体下位
25010 (CM~玉 52 ， N=18)を抽出し，それを外的基準にとり，その高
ニホンザノレ自然集団における成体雌のグノレーミング・ステイタスの分析
Table 2. An analysis by Hayashi' s屯uantificationtheory I according to f:註ctorscontributing to the 
descrimination between high-and low-grooming status. 
アイテム カテゴリー N 
カテゴリー 儲相関係数 順位 外的基準の説明スコアー (レンジ) 要因の有意差判定
1.1950年代 6 -0.1923 
年齢 2.1960~64 年 6 0.0602 0.2868 第2位 N.S. 
(生年) 3.1965~69 年 10 0.0206 (0.2526) 
4.1970年代 13 0.0452 
血縁順位 1.;笥位(l~5 位) 12 0.5124 0.8081 
2. 中位 (6~12 位) 14 一0.1189 (1.0107) 第1位 p< .001 
3. 低位 (13~20 佼) 9 0.4983 
当歳児僧体 1.あり 24 -0.0197 0.0978 第3位 N.S. 
の有無 2.なし 1 0.0430 (0.0627) 
相関比マ2=0.8142 判別成功率88.6070
分析結果はTable2に示されている.判別の精度さと示す相関比は0.814，判J]1j成功率は88.6%となっており，
満足すべき判別結果となっている.サンフワレスコアーの平均値はグノレ…ミング・ステイタス高位群が0.341，低
位群が 0.322であった.また判別に寄与する要因の程度は偏棺関係数とレンジの績でもって示し，順位は{隠相
関係数の高さによって決定した.グノレーミング・ステイタスの高{民主ど規定する第 lの婆因は血縁系順位である.
20 の血縁系をその血縁系順位にしたがって 1~5 佼玄でを高佼血縁系 (N之江 12) ， 6 位から 12 位までを中位血縁
系 (N=14)，13位から 20佼までを低位血縁系 (N=9)の3つのカテゴリーに分類した.それぞれのカテゴリ…ス
コアーをみると，高位血縁系だけが0.512と正の値を示し，グノレーミング・ステイタスを高める方向に作用して
いる.それに対して中佼，低位の血縁系は負の{箆を示し，グノレーミング・ステイタスを低める方向に作用してい
ることがわかる.この瓜縁系順位の要因は， 0.1%水準で‘グノレーミング・ステイタスの高低を規定する有意な説
明変数になっている.
しかしそれ以外の年齢要IZSI，当歳児個体の有無の婆図はいずれもグノレーミング・ステイタスの高低を規定する
有意な説明変数にはなっていなかった.
逆グノレ…ミング・ステイタスについても，上述のグノレーミング・ステイタスの場合と同様に，年齢，血縁順位，
当歳児個体の有無の 3要因を説明変数として数最化立類による分析を行ったが，栂関比0.607，判別成功率77.
1%と判別の結巣はおもわしくなく 3重要因のいずれも逆グルーミング・ステイタスの高低を規定する有意な説
明変数にはなっていなかった.
以上の結果より，グルーミング・ステイタスについては倒体の優劣順位とL、う社会的な要閣が，その高低を規
定するきわめて重要な要因として働いていることが明らかになった.
総合論議
本研究の結莱から，野生ニホンザルの雌にとって，優劣順位はそのグノレ…ミング・ステイタスを規定する援要
な要因となっているが，逆グノレーミング・ステイタスについては優劣順位との関連性が薄いことが示唆された.
Seyfarth (1977)11)は4種の霊長類において調べられた成体雌のグノレーミングに関する 5つの報告を分析して，雌
のグルーミングの特徴として，雌の優劣I1際伎とその個体が「受けた」グノレーミングの総震との間には正の相関があ
るが，その個体が「与えた」グノレーミングの総盈との関には一貫した関係がみられない，と報告している.今回の
結果は，この知見をニホンザノレにおし、ても追認した結果となった.
この結楽は，グルーミングという行動の社会的機能を考察する上で重要な夜点を提供する.前述したように，
グノレーミングはその行為者と受け手ではその機能がはっき与とわかれている.つまり行為者にとってグノレーミン
グは，現象的にはいわゆる利他的な行動であり，他個体のためにする行動である.一方受け手は，他個体から利
他的なサービスを受ける.もしグノレーミングがこのような行為者の側の利{底的な動機だけで成立している行動で
あると考えるのであれば，夕、ノレーミングに優劣順位の低い個体から高い個体への有意な方向性が確認されたり
(安藤， 198912) Rowell， 197113)など)，雌の優劣I1頂伎とその個体が「受けた」グノレーミングの総震との潤に正
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の相関が認められる (Seyfarth，19771))理由は考えにくい.
ここで，lUl縁関係のない個体閣で行われるグノレーミングは，本質的には戦略的グノレーミング(安藤， 198912)) 
であるとL、う仮定をおくと，今自クソレーミング・ステイタスと優劣I1察位との間に関連が確認された理由が説明し
やすくなる.つまりグルーミングという行動は，他僧体に対する利他的なサービス機能を有するグノレーミングを
手段として，自分より優位な「魅力的」な個体に接近し，取り入る (ingratiate)ことによって，築関における自己
の安全と佼監を確保しようとする行為者の戦略的な意図によって動機づけられていると考えるのである.
グノレーミング・ステイタスと年齢との関係については，はっきりとした関係は認められなかった.しかし逆グ
ノレーミング・ステイタスと年齢との間にある程度の関連性が篠認され，年齢の若い{溺体ほど逆グノレーミング・ステ
イタスが高い傾向にあった.このことは，若い偲体ほどグノレーミングを戦略的に利用しようとする動機づけが強
いことを示唆する結楽であるといえるのかもしれない.
今回，織のグノレーミング・ステイタスの高低を規定する要因のひとつとして「新生体の存在」の要閣を検討して
みた.これはSeyfarth(1976) 1)が，個体関係のネットワークのやで働く対個体原混としての魅力の源泉として，
偲体に長期的な魅力を付与する「優劣順位の高さ」とともに，短期的な効果をもつものとして「新生体の存在jをあ
げていたからである.そこで新生体をもっている雌ともっていない雌で，実際にグノレーミング・ステイタスに違
いがみられるかどうかを検討してみた.その結果，新生体の存在は，雌のグノレーミング・ステイタスの高低合規
定する有意な変数であることは確認で宅きなかった.すなわち新生体がいることでその母親の魅力が高まり，その
魅力によって多くのグノレーミングを受けグノレーミング・ステイタスが潟くなるとL、う仮説は検証で、きなかった.
今回の研究は，結論的には，グノレ…ミング関係の規定要因としての優劣順位の重姿さを再確認したものといえ
るが，ニホンザノレはその優劣順位によって秩序づけられた僚体関係のネットワークを所与のものとしてただ単に
甘受しているのではなく，その俗体関係の秩序の中でよりよく自己主ピ笑現しようとして，戦略的に行動している
姿がグノレーミングとL、う行動を通じて明らかになったと考える.
引用文献
1) Seyfarth， R. M.， Social relationships among adult femaleるaboons. Animal Behaviour， 24， 
917-938 (1976). 
2)安藤明人 ニホンザノレ自然祭出における非血縁維部グノレーミングの分析 武庫川女子大学紀要(教育学科
編)， 36， 89-103 (1989). 
3)大塩俊介祭団の意味とその構造概念 日高六郎編社会学論集理論綴 河出言書房新社 pp.55嗣74(1958). 
4) Katz， L.， A new status index derived from sociometric analsysis. Psychometrika， 18， 39ω43(1953). 
5) Harary， F.， Status and contrastatus. Sociometry， 22， 23欄43(1959). 
6) Sade， D. S.， Sociometrics of Macaca mulatta. 1. Linkages and cliques in grooming matirices. 
Folia Primatologica， 18， 196・223(1972). 
7) Jamrich， J. X.， Application of matirices in the analysis of sociometric data. J. of Experimental 
Education， 28， 249欄252(1960). 
8) Schippert， F.， The use of matrics alge訂版 in the analysis of sociometric data. Sch. Sci. Math.， 
66， 783-792 (1966) . 
9) Altmann， J.， Observational study of behavior Sampling methods. Behaviour， 49， 229-267 (1974). 
10)安藤明人 勝山ニホンザノレ餌付け自然集団におけるグノレ…ミング関係の計設的研究 集団構造分析の一手
段として 1978年度大阪大学大学院人間科学研究科博士前期諜程修士論文 (1979). 
11) Seyfarth， R. M.， A model of social grooming among adult female monkeys. J. of Theoretical 
Biology， 65， 67ト698(1977). 
12) Rowell， T. E.， Hierarchy in the organization of a captive baboon group. Animal Behaviour， 14， 
430-443. 
???
?
